
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 7 1

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 7 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 中 4 0 1 0 右３ 左飛 四球 遊飛 一飛

2 左 5 0 1 0 三ゴ 捕邪左安 投ゴ 一飛

3 一 4 0 1 0 左２ 中飛遊飛 三振

4 遊 4 1 0 0 二併 二失 遊飛 二飛

5 三 4 1 1 0 三振 遊失 捕邪 左３

6 捕 2 0 1 2 投飛 左安 四球 四球

7 右 4 0 0 0 三ゴ 三振 右飛 三振

8 二 3 0 2 0 中安 三ゴ 四球 左３

9 投 3 0 0 0 投併 三ゴ 捕犠 三ゴ

33 2 7 2
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打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕 4 1 1 0 遊ゴ 四球 右安 投失 一ゴ

2 一 4 0 1 0 三邪 一ゴ 二飛 左安

3 中 4 0 1 1 三ゴ 遊ゴ 遊ゴ 右安

4 投 3 0 1 0 三振 四球 右飛 中安

5 三 4 0 1 0 右３ 遊飛 一ゴ 遊飛

6 二 4 0 0 0 三振 遊飛 遊ゴ 遊ゴ

6 二 0 0 0 0

7 右 2 0 0 0 二ゴ 三振

7 打 右 2 0 1 0 左安 捕邪

8 左 3 0 1 0 左安 三振 三ゴ 死球

9 遊 4 0 0 0 投飛 三ゴ 三振 投ゴ

34 1 7 1

9

佐藤 魁斗

出上 毅

望月 直哉

備考

藤原 大貴

大会３日目、神宮球場での準々決勝第１試合はともに昨年この準々決勝で敗れた師友塾高校と西宮香風高校の一戦となった。試合はベスト４を争うにふさわしい
接戦となった。先攻の西宮香風は初回、１番上田、３番佐藤勇に長打が出るも師友塾の好守に阻まれ無得点に終わる。対する師友塾も２回、５番白川に三塁打が
出るが西宮香風が踏ん張り無得点。試合の均衡が破られたのは４回表、西宮香風は二つの敵失と暴投で二死ながら二･三塁とすると６番出上が左前適時打を放
ち２点を先制。その後５回から８回まで毎回のように得点圏に走者を置くも師友塾先発弦巻の粘りの投球の前に追加点を奪えない。弦巻の好投に応えたい師友
塾は８回裏、一死から１番、２番が敵失と安打で一･三塁と好機を作る。ここで３番上島が適時打を放ち１点を返し２－１。さらには４番弦巻が中前打でつなぎ満塁と
し一打逆転の場面を迎える。しかしここから西宮香風の主戦川邊が気迫の投球で後続を内野への飛球とゴロに抑え２－１のまま試合は最終回へ。９回表、西宮香
風は三塁打で無死三塁とするも今度は師友塾の弦巻がこの場面を気迫で無失点に抑え最終回の味方の攻撃に全てを託す。９回裏、師友塾は一死から四球で出
塁するも後続が打ち取られ試合終了。息詰まる接戦をものにした西宮香風がベスト４に名乗りを上げた。一方、惜しくも敗れた師友塾にとっては４回二死からの連
続失策が何とも悔やまれる結果となった。また完投した弦巻の投球内容は敗れたとはいえ称讃に値するものであった。

備考

安打

■バッテリー

上田 春樹

師友塾・通

佐藤 勇樹

土井 一生

中山 裕士

合計

河邊 勇太

ポジション 氏名

西宮香風

西宮香風

代表地区

第1試合 準々決勝 ■備考

兵庫

西中国・広島

■日時 平成24年8月22日(水)

■球場

出場校名

明治神宮野球場

球審：清水 塁審：進士 高畑 江口■審判

師友塾高校・通 対 兵庫県立西宮香風高校

■試合時間 2時間08分

打者

5

安打

■投手成績

氏名 三振

37

晴れ

0

河邊 勇太

■投手成績

自責氏名 回数 打者投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

鈴木 和寿

琴谷 惣一

捕手

出上 毅

投手

河邊 勇太

師友塾・通

山中 偉央

上島 巧也

弦巻 陽平

白川 渓太

高橋 拓実

4

三振

0

4

四球

7

回数

弦巻 陽平 38 7弦巻 陽平 力武 充

残塁：9 併殺：2

残塁：9 併殺：0

楢崎 敏秀

吉田 嗣実

高橋 健太

四球 自責

3

力武 充

合計

■戦評


